
089 088

次
な
る
１
０
０
年
に
向
け
、

教
育
研
究
環
境
の
整
備
が
進
む

芝
浦
工
業
大
学
で
は
、
開
学
か
ら
約
１
世
紀
、

２
０
２
７
年
に
迎
え
る
１
０
０
周
年
に
向

け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
理
工
学
教
育
に
必
要
な
要
素
と
し
て

「
分
野
融
合
・
分
野
横
断
」
を
掲
げ
、
24
年
度
に
は
工

学
部
が
従
来
の
学
科
制
か
ら
課
程
制
へ
移
行
。
９
学
科

１
コ
ー
ス
を
６
課
程
９
コ
ー
ス
に
再
編
し
、
分
野
横
断

型
の
学
び
を
促
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
自
ら
の
専
門
分
野
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
の
興
味
関
心
に
も
と
づ
い
て
他
分
野
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
幅
広
い
視
野
を

身
に
つ
け
て
自
分
の
分
野
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
分
野
融
合
の
考
え
方
は
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
に

も
展
開
さ
れ
、
26
年
度
に
課
程
制
へ
と
移
行
。
従
来
の

５
学
科
６
コ
ー
ス
を
５
課
程
11
コ
ー
ス
に
再
編
し
ま
し

た
。

　

教
育
研
究
設
備
と
し
て
は
、
26
年
４
月
に
大
宮
キ
ャ

ン
パ
ス
に
「
９
号
館　

創
発
棟
」
が
完
成
。
２
０
２
２

年
に
政
府
が
示
し
た
特
定
成
長
分
野
「
デ
ジ
タ
ル
」

「
グ
リ
ー
ン
」「W

ell-being

」
を
拡
充
す
る
研
究
施

設
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
、
地
域
に
開
か
れ
た
「
地

域
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
」
と
産
学
官
金
連
携
コ
ー
ナ
ー
、

体
育
館
や
ｅ
‐ス
ポ
ー
ツ
用
の
施
設
を
整
備
し
て
い
ま

す
。「
多
様
な
分
野
の
学
生
や
研
究
者
が
集
い
、
交
流

し
、
協
働
す
る
こ
と
で
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
」
と
い
う
新
校
舎
に
期
待
さ
れ
る

機
能
や
理
念
を
表
現
し
た
「
創
発
」
を
、
呼
称
に
定
め

ま
し
た
。

　

こ
の
校
舎
は
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整
備
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
Ｏ
‐
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 
２
０
２
７
（1）

」
の
一
環
で
建
設

し
た
も
の
で
す
。

理
工
系
女
子
の
育
成
〜
国
内
工
業
大
学

で
初
、
女
子
入
学
者
比
率
30
％
突
破
〜

こ
れ
ま
で
日
本
の
工
学
分
野
は
、
結
果
と
し

て
男
性
が
多
数
を
占
め
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
女
性
が
理
工
系
に
向
い
て
い
な
い
」

か
ら
で
は
な
く
、
進
路
選
択
の
手
前
に
あ
る
固
定
観
念
、

無
意
識
の
偏
見
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
少
な
さ
、
高
等
学

校
段
階
で
の
履
修
機
会
の
偏
り
な
ど
が
重
な
り
、
女
子

生
徒
が
理
工
系
、
と
り
わ
け
工
学
分
野
を
進
路
と
し
て

選
び
に
く
い
構
造
が
形
成
さ
れ
て
き
た
た
め
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
理
工
系
分
野
へ
の
女
性
進
学
促
進
は
、
国
の

政
策
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
産
業
界
・
地
域
社
会
・

教
育
機
関
が
共
有
す
べ
き
人
材
育
成
上
の
課
題
で
す
。

芝
浦
工
業
大
学
も
企
業
や
高
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
理

工
系
分
野
で
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
を
継
続
的
に
育
成

し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
社
会
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
芝
浦
工
業
大
学
は
、
女

子
が
理
工
系
を
選
び
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
、

理
工
系
人
材
育
成
に
関
わ
る
大
学
と
し
て
の
重
要
な
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

芝
浦
工
業
大
学
で
は
、
ま
ず
理
工
系
を
学
ぶ
女
子
学

生
を
増
や
し
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
卒
業
生
を
輩
出

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
27
年
度
に
「
女
子
学
生
比
率
30
％
」
と
い
う
目
標

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
大

で
は
、「
女
子
向
け
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
開

催
や
、
女
子
高
校
生
向
け
サ
イ
ト
「
Ｓ
Ｗ
ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
」

で
の
発
信
、
研
究
室
体
験
が
で
き
る
「
女
子
高
校
生
対

象
サ
マ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（2）

」
な
ど
、
理
工
系

分
野
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
試
で
は
「
理
工
系
女
子

特
別
入
学
者
選
抜
（3）

」
を
実
施
し
、
22
年
度
に
導
入
さ

れ
た
「
理
工
系
女
子
支
援
奨
学
金
（4）

」
と
合
わ
せ
て
、

女
子
が
理
工
系
を
選
択
し
、
挑
戦
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
26
年
度
の
入

学
者
に
占
め
る
女
子
学
生
比
率
（
学
部
生
）
は
30
・
８ 

％
と
、
国
内
の
工
業
大
学
で
は
初
め
て
（5） 

30
％
を
突
破

し
ま
し
た
。
女
子
生
徒
が
理
工
系
を
自
ら
の
進
路
と
し

て
選
び
、
学
び
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
を
、
理
工
系
大
学
と
し
て
の
使
命
の
一
つ
と
捉
え
、

引
き
続
き
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人
材

育
成
の
推
進

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
も

芝
浦
工
業
大
学
の
特
長
で
す
。
全
世
界
約

50
カ
国
の
国
と
地
域
か
ら
２
０
０
校
を
超

え
る
海
外
提
携
大
学
と
交
流
し
て
お
り
、
多
く
の
学
生

が
留
学
し
、
ま
た
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
協
定
校
に
赴
い
て
、
あ
る
い
は
協
定
校
か

ら
学
生
を
招
い
て
、
専
門
分
野
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
英
語
で
議
論
し
な
が

ら
課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」
は

全
学
で
展
開
し
て
お
り
、
年
間
80
本
も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
17
年
度
か
ら
シ
ス
テ
ム

理
工
学
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
（6）

」

や
、
20
年
度
か
ら
工
学
部
に
設
置
さ
れ
た
「
先
進
国
際

課
程
（7）

」
な
ど
学
部
独
自
の
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
系
人
材
育
成
に
向
け
た
教
育
環
境
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
「
就
職
力
」

学
生
満
足
度
も
過
去
最
高
に

就
職
力
の
強
さ
で
も
、
芝
浦
工
業
大
学
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
誇
り
ま
す
。

今
年
７
月
に
大
学
通
信
が
公
表
し
た
『
有

名
企
業
４
０
０
社
実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
』
で
も
42
・

４
％
と
、
卒
業
生
数
１
０
０
０
人
以
上
の
私
立
大
学
で

３
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
学
部
生
・
大
学
院
生
問
わ
ず
、

就
職
率
は
例
年
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
達
成
。
と
り
わ
け
、

理
工
系
分
野
に
お
け
る
女
性
人
材
の
活
躍
へ
の
期
待
が

高
ま
る
中
、
女
子
学
生
の
就
職
率
は
３
年
連
続
で

１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
実
績
を
支
え
る
の
が
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア

支
援
で
す
。
入
学
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
で
の
社

会
人
基
礎
力
診
断
に
よ
る
「
自
身
の
強
み
・
弱
み
の
把

握
」
か
ら
始
ま
り
、
年
間
１
０
０
件
を
超
え
る
就
活
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
求
人
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
各
企
業
の
採
用
実
績
、
先
輩
た
ち
の
選
考

体
験
談
な
ど
を
集
約
し
た
独
自
の
就
活
支
援
シ
ス
テ
ム

「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
、
常
駐
す
る
専
門
の

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
に

よ
り
、
学
生
の
進
路
満
足
度
は
90
・
７
％
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
体
制
満
足
度
も
90
・
９
％
と
過
去
最
高
の
満
足
度

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

（1） O-camp2027
　大宮キャンパスは2027 年の完成
を目指して、再整備プロジェクト
「O-CAMP 2027（Omiya Campus 
Master Plan）」を進めている。ナ
ラ枯れした林を整備した「芝生広場」
（2023年）に続いて、2026年4月
には「創発棟」が完成。多様な分野の
学生や研究者が集い、交流し、協働す
ることで新たなアイデアやイノベーショ
ンを生み出す「創発（Emergence）」
の場として利用されている。そして
2027年には、第一体育館を解体し
た跡地に、新たなカフェテリア棟
「O-BASE」が完成する予定。

（2） 女子高校生対象サマー・
インターンシップ
　女子生徒が研究室に配属され、担当
教員や大学生、大学院生とともにテー
マ設定から研究、発表まで行う。26
年は17校から101人が参加した。

（3） 理工系女子特別入学者選抜
　理工学分野に強い関心と学ぶ意欲を
持ち、高校時代の数学と理科の成績、
英語資格が一定以上の女子生徒が出願
できる。工学部の先進国際課程を除く
全学部・コースで実施される。

（4） 理工系女子支援奨学金
　「理工系女子特別入学者選抜」によ
る入学者全員と、一般入学者選抜で成
績優秀な女子入学者（100人以上）
を対象に入学金相当額（28万円）が
支給される。

（5） 国内の工業大学初　入学
者女子比率30.8％
　日本国内の「工業大学」で、医療系
学部や文系学部などを除き、工学系学
部のみで集計。2011年以降存在す
る入学者統計データから。2025年度
以前女子入学者30％を超えた工業大
学はなし（アロー教育総合研究所調べ）。

（6） 国際プログラム
　入学後に申請し、審議を経て国際プ
ログラム生として認められる。１セメス
ター以上の海外留学が必須で、卒業に
必要な単位の４分の１以上を英語開講
科目で取得し、卒業研究を英語で行う。

（7） 先進国際課程
　授業はすべて英語で開講され、入学
時から指導教員と異なる専門分野から
集結した多国籍のアドバイザー教員の
指導のもと、最先端の研究に取り組む。
研究成果は卒業までに１回以上、国際
会議で発表することを目指している。

芝浦工業大学
〒135-8548　東京都江東区豊洲3-7-5
入試・広報部入試課　TEL 03-5859-7100
https://www.shibaura-it.ac.jp/

100周年に向けた大学改革を推進。
社会や地域に学び、世界に貢献する
グローバル理工系人材を育成

Shibaura Institute of Technology

芝浦工業大学

　1927年創立の芝浦工業大学は、建学の精神である「社会に学び社会に貢
献する技術者の育成」のもと、戦中・戦後の混乱期から日本の理工学教育を
先導し、数多の優秀な技術者を輩出してきました。常に変化し続ける社会と向
き合い、技術によって未来を担う人を創る教育は、産業界からも高く評価され
ています。
　創立100周年を迎える2027年にアジアの工科系大学トップ10に入ること
を目標に掲げ、大学改革に取り組んでいます。24年度の工学部の課程制への
移行に続き、25年度にはデザイン工学部が3コース制へとリニューアル。26
年度にはシステム理工学部も課程制に移行するなど、その歩みを進めています。

大学HP

SU
MMARY

整備が進む豊洲、大宮両キャンパス／朝日に輝く奨学金PICK UP

豊洲キャンパス 大宮キャンパス

女子が理工系を選びやすい環境を整える

■ 朝日に輝く奨学金
　一都六県以外の出身で、一般入学者選抜に
おいて優秀な成績を収めた入学者に、1人あ
たり年間110万円を最大4年間給付する。優
秀な人材が経済的理由により首都圏への進学
を諦めることなく、実質国立大学並みの授業
料負担で学修できるよう、本奨学金制度を整
備するに至った。

30

20

10

0
2016

17.4

2022

20.1

2023
年度

21.1

2024

26.6

2025

27.8

2026

30.8
（％）

山
やまだじゅん

田純学長
1978年大阪星光学院高等学校卒業。1988
年東京工業大学大学院理工学研究科博士課程
中退。専門は熱工学、光工学。芝浦工業大学教
授、同大工学部長などを経て2021年より現職。
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